
堀内大造市長に対する不信任決議 

 

2025年３月議会において、予算削減の約束を果たしていないとして、議会は、一

般会計予算、その修正案双方を否決し、問責決議案を可決。 

2026年３月議会においても、市立病院に対して返済の不透明な５億円の貸付では

なく一般会計から制度通り繰り入れすべきとして、病院事業会計等について否決。

重ねて問責決議を可決。 

これに対して市長は４日後、月末まで日にちがあるにもかかわらず一字一句変え

ずに専決処分を強行。 

５月議会ではこの専決処分に対して、否決という議会の意思を踏みにじる行為だ

として全会一致で不承認、その後賛成多数で辞職勧告を可決。 

さらに６月議会においては電子カルテの高騰の不手際に対して問責決議案を可

決。また市長が提出した自身の給与１０％カットの議案を不当に軽い処分として否

決。 

このように議会は堀内市長の度々の問題点につき、問責決議、辞職勧告の意思表

示を行ってきました。 

それに加えて、今９月議会では、堀内大造市長の大和高田市政治倫理条例違反の

疑いに対する調査特別委員会が設置され、堀内市長が勤務時間内に職員に対して

SNS で誘いをかけていたこと、女性職員１名を伴い、男性職員の運転で勤務時間外

に淡路島へ行ったことが発覚、堀内市長はこれらの事実を認めました。 

このような堀内市長の行為は、公務員のルールである職務専念義務違反に当たり、

政治倫理に反すると考えます。 

堀内市長の一連の行為は、危機的状況にある大和高田市において前進を阻害する

ものであり、大和高田市民にとって何よりも不利益をもたらすものと考えます。 

以上のことから、堀内市長に対して政治的責任を問う必要があると考え、堀内市

長の不信任決議を提出します。 

 

 

令和８年９月３０日 

 

大和高田市議会 

 


